
金
川
さ
ん
は
、
午
前
中
に

病
院
や
地
域
を
視
察
、
「
な

か
な
か
い
い
病
院
で
、
利
用

し
や
す
い
。
こ
れ
を
な
く
す

な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
こ
と
。

こ
れ
だ
け
広
い
山
間
地
域
に

は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
病

院
だ
と
言
う
こ
と
が
よ
く
わ

か
る
」
と
感
想
を
話
し
て
い

ま
し
た
。先

人
の
熱
い
想

い
に
感
動

金
川
さ
ん
は
、
ま

ず
、
こ
の
病
院
の
歴

史
に
ふ
れ
、
「
昭
和

二
三
年
、
戦
後
の
大

変
な
時
期
に
先
人
た

ち
が
、
埼
玉
で
一
番

最
初
に
六
床
の
診
療

所
を
立
ち
上
げ
、
直

後
の
火
災
に
も
負
け

ず
、
二
〇
床
の
東
吾

野
病
院
と
し
て
再
出

発
し
た
も
の
が
前
進

と
な
っ
て
い
る
。
全
国
に
も

誇
れ
る
住
民
の
想
い
が
込
め

ら
れ
た
病
院
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
」
と
切
り
出
し
ま
し
た
。

詳
細
な
デ
ー
タ
ー
で

分
析

金
川
さ
ん
は
、
「
懇
談
会

が
病
院
患
者
の
多
く
が
吾
野
・

東
吾
野
地
域
の
住
民
で
あ
る

こ
と
を
問
題
視
し
て
い
る
が
、

医
療
過
疎
の
不
採
算
地
域
だ

か
ら
こ
そ
公
立
病
院
の
存
在

意
義
が
あ
る
」
と
指
摘
。
ま

た
、
「
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
も
、
地
方
交
付
税
措
置

が
約
六
五
〇
〇
万
円
を
含
に

だ
も
の
。
自
主
財
源
か
ら
の

繰
入
れ
を
人
口
割
り
す
れ
ば

一
人
一
ヶ
月
一
四
〇
円
程
度
、

市
民
の
健
康
を
守
る
た
め
に

高
額
の
負
担
と
言
え
る
だ
ろ

う
か
」
と
市
が
作
成
し
た
資

料
を
批
判
し
ま
し
た
。

病
床
利
用
率
が
六
割
程
度

と
低
い
こ
と
に
関
し
て
、
次

の
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

病
床
区
分
の
見
直
し

「
病
床
利
用
率
と
医
業
収
益

を
分
析
す
る
と
病
床
区
分
の

見
直
し
が
必
要
だ
。
五
〇
床

の
一
般
病
床
を
見
直
し
、
一

〇
床
を
亜
急
性
期
病
床
に
す

れ
ば
、
長
期
入
院
患
者
の
た

め
の
病
床
を
確
保
し
、
診
療

報
酬
の
落
ち
込
み
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
」
と
提
案
。

「
十
六
年
度
の
決
算
で
試
算

す
る
と
三
～
四
〇
〇
〇
万
円

程
度
は
改
善
で
き
る
」
と
試

算
し
ま
し
た
。

会
場
か
ら
も
積
極
的
な
声

会
場
か
ら
医
師
が
確
保
で

き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
、
「
医
師
不
足
は
全

国
的
課
題
だ
が
、
飯
能
市
は

自
治
体
病
院
の
な
か
で
、
医

師
給
与
が
最
も
低
い
こ
と
も

要
因
の
一
つ
で
は
な
い
か
。

も
っ
と
医
師
確
保
に
市
と
し

て
力
を
入
れ
る
べ
き
だ
」
と

指
摘
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
大
野
孝
自
治
連

吾
野
支
部
長
が
、
吾
野
・
東

吾
野
・
名
栗
・
原
市
場
・
南

高
麗
で
地
域
医
療
を
守
る
会

を
作
っ
て
署
名
運
動
を
開
始

し
た
こ
と
を
報
告
。
「
二
万

の
署
名
を
め
ざ
し
た
い
」
と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

な
お
、
良
く
す
る
会
の
署

名
は
六
千
に
達
し
ま
し
た
。

大
手
銀
行
グ
ル
ー

プ
の
９
月
中
間

決
算
は
各
最
高

の
当
期
利
益
を

計
上
し
て
い
る

の
に
、
法
人
税

は
ゼ
ロ
、
納
め

な
く
て
い
い
の

だ
と
い
い
ま
す
。
不
良
債

権
処
理
の
た
め
に
大
銀
行

に
は
12
兆
円
を
超
え
る
税

金
が
公
的
資
金
と
し
て
注

入
さ
れ
て
い
る
の
に
で
す

▼
方
や
財
政
破
綻
し
た
夕

張
市
は
「
出
る
も
地
獄
、

残
る
も
地
獄
」
と
い
わ
れ

る
よ
う
過
酷
な
財
政
再
建

計
画
が
住
民
に
押
し
つ
け

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
も
廃
止
、
小
学
校

も
中
学
校
も
一
校
だ
け
に
、

こ
れ
で
は
地
域
が
崩
壊
し

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
で
も
総

務
省
は
も
っ
と
削
れ
と
言
っ

て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
以

上
何
を
削
れ
と
い
う
の
で

し
ょ
う
▼
夕
張
市
の
財
政

破
綻
に
は
こ
れ
を
見
過
ご

し
て
き
た
国
や
道
に
も
責

任
が
あ
る
は
ず
で
す
。
市

の
責
任
を
あ
い
ま
い
に
し

て
は
駄
目
だ
と
い
う
意
見

も
あ
り
ま
す
が
、
大
銀
行

は
救
済
で
き
て
も
自
治
体

や
住
民
を
見
殺
し
に
す
る

と
い
う
の
で
は
困
り
ま
す
。
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12
月
６
日
（
水
）
14･

10
～

滝
沢

修

●
阿
岩
橋
架
け
替
え
計
画
の
状

況
●
区
画
整
理
の
状
況
報
告
は

便
り
だ
け
で
は
不
十
分
●
教
育

問
題
①
教
育
基
本
法
改
定
に
つ

い
て
の
見
解
は
②
小
中
学
校
の

い
じ
め
の
把
握
や
対
応
に
つ
い

て
③
不
登
校
の
児
童
、
生
徒
の

状
況
と
対
応
に
つ
い
て
④
一
人

ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
教
育
を

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
教
育
か
ら
●

早
急
に
双
柳
児
童
ク
ラ
ブ
の
建

替
え
を
●
元
加
治
駅
に
つ
い
て
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
駅
員
常
駐

配
置
、
南
口
開
設
を

12
月
７
日
（
木
）
13
～

山
田

利
子

●
保
育
問
題
①
保
育
所
の
完
全

給
食
が
な
ぜ
で
き
な
い
の
か
②

保
育
料
を
軽
減
し
て
子
育
て
世

帯
の
支
援
を
●
障
害
者
自
立
支

援
法
①
利
用
者
へ
の
負
担
軽
減

と
減
収
に
な
る
施
設
へ
の
運
営

費
の
助
成
を
②
養
護
学
校
等
を

卒
業
後
、
安
心
し
て
通
所
で
き

る
福
祉
施
設
の
整
備
を
●
マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
に
あ
た
っ
て
、
県

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
て

高
さ
制
限
を
●
景
観
条
例
の
制

定
を

12
月
８
日
（
金
）
10
～

金
子

敏
江

●
市
立
病
院
の
廃
止
問
題
●
土

地
利
用
問
題

山
手
町
用
地
の

土
地
利
用
は
、
土
地
取
得
時
の

目
的
通
り
全
面
利
用
す
べ
き
で

は
な
い
か
●
融
資
・
貸
付
金
制

度
の
改
善
に
つ
い
て
●
連
帯
保

証
人
「
原
則
不
要
」
に
。
飯
能

市
の
制
度
融
資
へ
の
対
応
は
●

飯
能
市
勤
労
者
住
宅
資
金
貸
付

制
度
の
改
善
を
●
不
払
い
問
題

東
飯
能
駅
東
口
駅
前
通
り
線

道
路
改
良
工
事
で
の
特
定
建
設

業
者
と
し
て
の
元
請
責
任
は
、

一
体
ど
う
い
う
決
着
を
し
た
の

か
。

12
月
８
日
（
金
）
13
～

新
井

巧

●
市
立
病
院
問
題
(1)
飯
能
市
の

保
健
・
福
祉
の
将
来
を
考
え
る

懇
談
会
の
位
置
づ
け
と
最
終
報

告
に
つ
い
て
(2)
経
営
改
善
は
さ

れ
て
き
た
の
か
(3)
今
後
の
検
討

の
す
す
め
方
に
つ
い
て
(4)
市
民

本
位
の
経
営
改
善
に
つ
い
て
の

提
案

市
民
要
求
か
か
げ
て

一
般
質
問
し
ま
す

日本共産党の

質 問 項 目
発言する大野支部長

飯
能
市
立
病
院
を
良
く
す
る
会
は
、
青
森
県
五
所
川
原
市

立
西
北
中
央
病
院
の
金
川
佳
弘
氏
を
講
師
に
招
き
、
第
二
回

目
の
市
民
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

自
治
連
東
吾
野
支
部
長
の
高
澤
謙
蔵
さ
ん
、
吾
野
支
部
長

の
大
野
孝
さ
ん
ら
多
く
の
自
治
会
関
係
者
や
市
民
、
病
院
職

員
な
ど
一
一
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

飯能市立

病 院 を



第
四
十
四
回
し
ん
ぶ
ん
赤

旗
全
国
囲
碁
・
将
棋
大
会
が
、

十
一
月
十
一
、
十
二
日
の
二

日
間
、
東
京
・
豊
島
区
の
ホ

テ
ル
を
会
場
に
行
わ
れ
、
全

国
か
ら
集
ま
っ
た
選
手
達
が
、

赤
旗
名
人
め
ざ
し
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

こ
の
全
国
大
会
に
、
飯
能

市
役
所
建
設
部
道
路
課
職
員

の
吉
田
昌
弘
さ
ん
（
三
五
才
）

が
出
場
し
、
将
棋
の
部
で
大

健
闘
し
ま
し
た
。
吉
田
さ
ん

は
、
県
大
会
予
選
、
県
大
会

本
戦
と
も
全
勝
し
、
全
国
大

会
に
出
場
し
ま
し
た
。
全
国

大
会
で
は
、
優
勝
候
補
の
中

川
氏
と
対
決
し
、
善
戦
し
ま

し
た
。
優
勝
は
、
秋
山
太
郎

氏
（
東
京
）
、
準
優
勝
・
中

川
俊
一
氏
（
兵
庫
）
で
し
た
。

吉
田
さ
ん
は
、
小
学
校
四

年
生
の
時
、
同
級
生
に
初
め

て
将
棋
を
教
わ
り
、
中
学
一

年
生
で
本
格
的
に
や
ろ
う
と

思
っ
た
そ
う
で
す
。
「
将
棋

の
面
白
さ
は
、
年
齢
、
職
業
、

国
籍
に
関
係
な
く
、
体
が
不

自
由
で
も
誰
と
で
も
友
達
に

な
れ
る
点
。
友
達
は
、
全
国

に
い
ま
す
し
中
国
に
も
い
ま

す
。
県
大
会
で
優
勝
し
た
の

は
赤
旗
の
大
会
が
初
め
て
で

す
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
し

か
し
、
全
国
大
会
に
出
場
し

た
の
は
今
回
で
三
回
目
（
十

三
年
ぶ
り
）
。
将
来
が
楽
し

み
で
す
。
「
こ
れ
か
ら
も
末

永
く
が
ん
ば
り
た
い
」
と
語

る
吉
田
さ
ん
の
笑
顔
は
一
段

と
輝
き
ま
す
。

「
普
通
の
人
が
や
っ
て

い
る
大
会
」
と

赤
旗
の
大
会
の
印
象
に
つ

い
て
は
、
「
県
大
会
の
役
員

が
少
な
く
、
普
通
の
人
が
や

ら
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、

自
分
は
、
選
手
の
気
持
ち
も

分
か
る
し
、
道
具
の
手
配
や

進
行
な
ど
お
手
伝
い
で
き
る

と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
や
り
ま
す

よ
」
と
、
こ
れ
も
ま
た
う
れ

し
い
一
言
で
し
た
。

な
お
、
吉
田
さ
ん
は
、
飯

能
市
で
唯
一
人
の
日
本
将
棋

連
盟
公
認
普
及
指
導
員
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
実

現
に
向
け
た
市
の
取
り
組
み

で
あ
る
「
輝
き
セ
ミ
ナ
ー
」

公
開
講
演
会
、
「
自
立
し
て

生
き
る
と
い
う
こ
と
」
吉
永

み
ち
子
氏
（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
作
家
）
が
、
一
八
日
、
市

民
会
館
小
ホ
ー
ル
で
講
演
し

ま
し
た
。

吉
永
み
ち
子
氏
が
講
演

吉
永
氏
は
、
自
分
の
両
親
、

特
に
母
親
の
生
き
方
を
当
時

の
保
守
的
な
時
代
背
景
と
重

ね
あ
わ
せ
て
、
精
神
的
に
も

経
済
的
に
も
夫
に
頼
り
切
っ

て
生
き
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

自
ら
の
生
き
方
を
ふ
り
か
え

り
、
女
性
が
職
業
を
得
て
自

立
し
て
生
き
る
と
い
う
こ
と

は
、
ま
だ
ま
だ
大
変
な
社
会

で
あ
る
こ
と
を
お
話
し
ま
し

た
。
そ
の
大
変
さ
は
何
な
の

か
と
考
え
て
み
る
と
、
男
性

で
あ
る
こ
と
、
女
性
で
あ
る

こ
と
に
「
こ
う
あ
る
べ
き
」

と
い
う
固
定
的
な
見
方
が
か

な
り
あ
っ
て
、
こ
の
枠
か
ら

飛
び
出
す
こ
と
に
、
社
会
全

体
が
特
別
な
目
で
見
る
と
い

う
風
潮
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
今
は
違
う
。

「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

法
」
が
で
き
た
こ
と
は
画
期

的
な
こ
と
で
、
こ
の
基
本
法

を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
身
近

か
な
と
こ
ろ
か
ら
男
女
と
も

に
意
識
改
革
が
大
切
だ
と
い

う
こ
と
を
痛
快
な
話
術
で
お

話
し
し
、
会
場
に
は
何
度
も

大
き
な
笑
い
声
が
響
き
ま
し

た
。
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市
内
在
住
の
吉
田
昌
弘
さ
ん

将
棋
全
国
大
会
で
健
闘

二
五
日
、
飯
能
消
防
団

（
柿
沼
敏
夫
団
長
、
団
員

三
八
五
人
）
）
の
今
年
度

の
特
別
点
検
が
埼
玉
西
部

防
災
セ
ン
タ
ー
の
屋
外
訓

練
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
一
分
団
～
十
一
分
団
ま

で
総
勢
三
五
九
名
の
団
員

た
ち
が
、
服
装
規
律
や
機

械
器
具
の
点
検
、
放
水
訓

練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

制
服
姿
も
り
り
し
い
団

員
た
ち
は
服
装
規
律
の
点

検
、
部
隊
訓
練
、
機
械
器

具
の
点
検
、
諸
帳
簿
の
検

閲
、
消
防
操
法
、
放
水
訓

練
、
分
列
行
進
な
ど
日
ご

ろ
の
訓
練
の
成
果
を
、
自

治
会
役
員
や
市
議
会
議
員
、

消
防
関
係
者
が
見
守
る
中

披
露
し
ま
し
た
。
優
良
分

団
に
は
第
七
分
団
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

点
検
終
了
後
に
は
、
消

防
功
労
者
に
た
い
す
る
表

彰
が
行
わ
れ
、
総
務
省
消

防
庁
表
彰
、
埼
玉
県
消
防

協
会
表
彰
、
飯
能
警
察
署

長
表
彰
、
埼
玉
西
部
広
域

事
務
組
合
消
防
表
彰
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

火災多発期を前に

飯能消防団が特別点検

飯能市女性セミナー
ドメスティック・バイオレ

ンスとは

本日 12月３日（日）

午後２時～

飯能市総合福祉センター

講師 池田ひかりさん

配偶者暴力相談支援センター相

談員

＊ＤＶの姿を知り、ＤＶをなく

すためにできることを考えましょ

う。

主催：飯能市市民参加推進課

「
日
高
・
飯
能
民
主
文
庫
の

会
」
第
九
回
総
会
が
十
一
月

二
三
日
開
か
れ
、
記
念
企
画

と
し
て
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を

行
く
、
人
種
の
る
つ
ぼ
カ
シ
ュ

ガ
ル
の
街
」
と
題
し
、
平
松

在
住
の
渡
辺
角
治
さ
ん
が
、

タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
で
有
名

な
中
国
西
域
、
新
疆
ウ
イ
グ

ル
自
治
区
の
旅
に
つ
い
て
お

話
を
し
ま
し
た
。
文
学
好
き

の
渡
辺
さ
ん
は
、
中
国
の
歴

史
や
井
上
靖
の
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
な
ど
の
話
も
交
え
な
が
ら
、

旅
の
中
で
バ
ス
や
列
車
を
乗

り
継
ぎ
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠

の
西
端
、
オ
ア
シ
ス
の
街
カ

シ
ュ
ガ
ル
で
の
多
民
族
と
の

出
会
い
や
、
強
い
日
差
し
と

埃
の
中
で
越
え
た
砂
漠
公
路

な
ど
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し

た
。
お
土
産
の
干
し
ぶ
ど
う

を
戴
き
な
が
ら
悠
久
の
大
地

に
思
い
を
は
せ
た
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

男
女
と
も
に
輝
く
時
代
に

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

渡
辺
角
治
さ
ん
が
語
る

講演する渡辺さん


